
（１）概要

（２）日程および活動内容

計80人

趣旨・目的
大人たちへ向けて国際理解に関する情報発信する機会を提供することで、多世代交流や多様な人材育成につなげる。

ちょっと自慢の公民館活動様式１

連絡先（℡） ０８９－９４１－６６３０

グローカルフェスティバル

ホームページアドレス http://www.matsuyama-people.jp/04/shinonome.html 

Ｊ　共生社会

市　町　名

公民館名

松山市

東雲公民館

地区館

地域内に小学校から大学までの教育機関がある東雲地域の特性を生かし、大学生・留学生が主体となり小学生や地区の

「　グローバル（国際）　と　ローカル（地域）　をつなげる　」

～　グローカル　～

　愛媛大学法文学部総合政策学科グローバル・スタディーズ・コースの学生が主体と

なって、世界の文化や海外フィールドワーク等、大学生自らが調査したり体験したりした

ことを、地域に発信し、異文化理解や世界の問題を地域と共に考える事業です。この取

組によって、小学生から大学生そして地域の大人たちの世代を超えた縦のつながりを深

めることができ、さらに国籍や文化の違いを認め合える地域づくりにも貢献することがで

きます。

　〈 事 業 内 容 〉

事業分野 事業名

対　象 東雲地区住民 参加人数

～国際理解ワークショップ～

～活動報告会～

愛媛大学の学生や留学生たちが東雲地区の小学生に、海
外の楽しさをワークショップ形式で伝えます。最初は緊張し
ている子供たちですが、アイスブレーキングを通して大学生
たちとの距離が一気に縮まりました！その後、各国のブー
スを巡り、その国のお祭りや料理について触れることで、文
化の多様さを理解し、外国への興味を持つことができました。

愛媛大学の学生が東雲地区住民を対象に、自分たちの海
外体験や国際問題などに関する学びの報告を行います。
過去には「衛生問題」に関する研究やアメリカ・インドでの
フィールドワークに関する内容を発表しました。地域の方々
にとっては、国際問題について関心を持つことができたり、
普段関わりの少ない大学生と交流できたりする素晴らしい
機会となりました。
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